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二 つのデザ イン個展 を見 て
1963年の夏は,期せずして,意 匠学会の委員であ り,関西デザイン界のベテ
ランのお二方の個展が開かれた。美術の個展は,よ くみかけるものであるが,
デザインの個展は,グ ラフィックの分野 といえども,まだ稀にしか催されるこ
とがない。しかるに時を接 して,しか も同じ学会の委員が二人,大 阪と京都で
個展を開かれたことは,将 に珍 らしいことである。
この個展は,7月22日か ら8月4日 まで,大阪東光画廊に於ける早川良雄氏
のそれと,8月1日 か ら8月5日 まで,京都,京 都府ギャラ リーに於ける重成
基氏のそれである。
早川氏の個展は,氏 の数年来の作品申か ら特に選ばれた十数点を陳べ られた
ものであり,それ等は,すべて何かの媒体を通じて,我 々に,或はまた世界中
の人々の目にふれた ものばか りである。いわば,パ ブリシテ ィの作品である。
重成氏の個展は,すべて氏が今度の個展のために,或 は(今度の個展を通 じ
て,若 いデザイナーの人々のために……筆者註)書 き下きれたオ リジナルばか
りである。
前者は,既 に商業的な役目を果 して来た作品であり。後者は今後,商 業的役
目を果そうとす る人々に対す る指針を与へて くれる作品である。
前者がグラフ ィックデザインとして完成 された ものであるとすれば後者はエ
スキスである。また前者がプリン ト(印刷)さ れたものであるのに反し,後者
は油絵の作品群である。か くの如 く,全くちが ったマチエールと全 く異った目
的を持 ち,全 く相反した様式を持ちなが らも。この二つの個展には共通すると
ころが多々あった。
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早 川 良 雄 個 展 よ り
ポ ス タ ー ↑
1ア イ ジ ヨー ジ
リサ イ タ ル 」
↑ボ ス ヴ ー
「観 光 ニ ッポ ン」
会場風景→
カバ ー
「グ ラ フ イ ス」 ↓
リ ー フ レ ッ ト
↓「G線 メ ニ ュ ー 」
重 成 基 個 農 よ り
←会場風景
第一 は,こ の ことがほかの何事 よ り強調 したい ことで あるが,
第一 は。スペキ ュタクル(見 世物的)な デモンス トレーシ ョンでない こと。
金 ぐ,近 頃 のグラフ ィックデザインの展覧会(敢 て日宣美 とか京産 美 とは云
わない。)で は,見 世物の展 開であ る。 これは,何 もグラフ ィックデザ インに
関す る公募展だ けで はな く,純 粋 美術 と称 す る団体 の公募展で も,こ の傾 向は
強 い。何百点か の中で,自 分 の作 品を目につかせ よ うとす るため に,見 世物 的
演 出をす る気持 も分 らぬ ことはない。 しか し,余 りに もあわれな道化 師的演技
で はないか。
このお二方 の個展 にはそれがない。否,も う,そ んな演技 をす る必要がな く
なった良 い御身分か も知 れない。 しか し,何 れ に しろ,こ れ等 の個 展 を 通 し
て,そ ん な見世物が如何に無意味 であ るか を知 らしめ られたので ある。
第二 に,早 川氏の作品 といい,重 成 氏の試 み といい。共 に,い つ まで も,新
しい試 みを続 け られてい る点 であ る。
早川氏 は,観 光 日本(SeeingJapan)に見 られるよ うな イラス トレー ショ
ンで,一 分野 を開いて了 った と言 って もいいのである。 しか しそれ に 満 足 せ
ず,東 レの作品や,G線 の作 品のよ うな試 みを通 って,ア イジ ョージ ・リサ イ
タルのポスターに見 られ るよ うな,イ ラス トレーシ ョンが全 くない様 なポスタ
ーにまで 自己の ポエ ジイを昇華 させ よ うと努力 きれてい る。
一方,重 成氏 は関西 デザ イン界 のベテ ラン とも云 える存在に も拘わ らず,全
く基礎 的な試 み ともい える形 体の組み合せ や,色 調 の配合のエスキス を,そ れ
も,氏 独得の センサ イな筆徴 で描か れている。 中には最近話題 とな ってい るポ
ッフ゜ ・アー トのよ うな作品 きえ も見 られ る。将 に万年青 年の面 目躍如 た る所が
見 られ るので もある。.'.
この二っの個展 は,斯 様 に芸術(敢 て芸術 といいたい)は,自 分 との闘いで
あ り,た ゆま ざる自己修練 の連続 であ るのである。 とい うことを我 々に教 えて
呉れ るの であ った。(T.N記)
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